
一

高
い
成
長
性
が
見
込
ま
れ
る
新
た
な
事
業
を
行
う
者

我
が
国
の
産
業
活
動
の
活
力
を
維
持
し
、
持

続
的
な
経
済
成
長
及
び
雇
用
の
創
出
に
資
す

る
た
め
、
新
し
い
技
術
の
活
用
、
特
色
あ
る

財
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
に
よ
り
市
場
を
創

出
・
開
拓
し
、
高
い
成
長
性
が
見
込
ま
れ
る

中
小
企
業
者
を
支
援
す
る
こ
と

二

女
性
、
若
年
者
又
は
高
齢
者
で
あ
り
、
か
つ
、
新
規
開

業
を
行
う
者

女
性
、
若
年
者
及
び
高
齢
者
の
視
点
を
い
か

し
た
事
業
を
促
進
す
る
こ
と

三

廃
業
歴
等
を
有
す
る
個
人
又
は
廃
業
歴
等
を
有
す
る
経

営
者
が
営
む
法
人
で
あ
り
、
か
つ
、
新
規
開
業
を
行
う

者

い
っ
た
ん
事
業
に
失
敗
し
た
起
業
家
の
経
営

者
と
し
て
の
資
質
や
事
業
の
見
込
み
等
を
評

価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再
起
を
図
る
上
で
困

難
な
状
況
に
直
面
し
て
い
る
者
の
再
挑
戦
を

支
援
す
る
こ
と

四

１

中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る

法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
十
八
号
。
以
下
「
中
小

企
業
新
事
業
活
動
促
進
法
」
と
い
う
。）の
規
定
に
基

づ
き
経
営
革
新
計
画
の
承
認
を
受
け
た
者

中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活
動
を
促
進
す
る

た
め
、
中
小
企
業
の
経
営
革
新
、
異
分
野
の

中
小
企
業
が
連
携
し
て
行
う
新
事
業
分
野
の

開
拓
等
を
支
援
す
る
こ
と

２

中
小
企
業
新
事
業
活
動
促
進
法
に
基
づ
く
中
小
企

業
の
新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針

に
定
め
る
新
事
業
活
動
を
行
う
者
で
あ
っ
て
、
経
営

の
向
上
が
認
め
ら
れ
る
者
と
し
て
一
定
以
上
の
付
加

価
値
額
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
る
者

３

中
小
企
業
新
事
業
活
動
促
進
法
に
基
づ
く
異
分
野

連
携
新
事
業
分
野
開
拓
計
画
（
中
小
企
業
者
と
農
林

漁
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
三
十
八
号
）
に
基
づ

く
農
商
工
等
連
携
事
業
計
画
を
含
む
。）の
認
定
を
受

け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
契
約
関
係
に
よ
る
責
任

主
体
が
確
立
さ
れ
た
連
携
体
を
構
成
す
る
者

平成™œ年›月˜日 月曜日 (号外第� 号)官 報
広
域
化
の
取
組
が
急
が
れ
る
こ
と
や
過
度
に
長
期
の
期
限

を
設
け
る
と
集
中
的
な
広
域
化
の
取
組
を
阻
害
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
五
年
程
度
後
を
期
限
と

し
て
」
に
改
め
、
二
の
\
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

\

都
道
府
県
の
推
進
計
画
等

都
道
府
県
の
実
情
に
照
ら
し
、
必
要
に
応
じ
て
推

進
計
画
の
変
更
又
は
策
定
を
行
う
よ
う
努
め
る
こ

と
。な

お
、
本
指
針
三
、
３
に
定
め
る
消
防
広
域
化
重

点
地
域
の
指
定
に
つ
い
て
は
、速
や
か
に
行
う
こ
と
。

二
の
]
中
「
の
実
現
の
期
限
」
を
削
り
、「
推
進
計
画
策

定
後
五
年
度
以
内
（
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
）を
目
途
に
」

を
「
本
指
針
が
定
め
ら
れ
た
当
初
の
期
限
で
あ
る
平
成
二

十
四
年
度
末
か
ら
五
年
程
度
後
の
平
成
三
十
年
四
月
一
日

ま
で
に
」
に
改
め
る
。

三
の
１
の
]
の
|
中
「
少
子
化
の
進
展
に
よ
る
」
を
削

り
、
三
の
１
の
^
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

^

広
域
化
対
象
市
町
村
の
組
合
せ

本
指
針
三
、
２
に
基
づ
き
定
め
る
こ
と
。

な
お
、
広
域
化
対
象
市
町
村
の
組
合
せ
に
基
づ

く
本
指
針
三
、
３
に
定
め
る
消
防
広
域
化
重
点
地

域
の
指
定
等
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
は
、
本
指
針

三
、
３
に
よ
る
こ
と
。

三
の
１
の
_
中
「
本
指
針
三
、
３
」
を
「
本
指
針
三
、

４
」
に
改
め
、
三
の
２
の
\
中
「
か
ん
が
み
る
」
を
「
鑑

み
る
」
に
、「
た
だ
し
」
を
「
し
か
し
な
が
ら
」
に
、「
こ
れ

ら
に
対
す
る
十
分
な
考
慮
が
必
要
で
あ
る
」
を
「
広
域
化

対
象
市
町
村
の
組
合
せ
を
検
討
す
る
際
に
は
、
上
記
の
規

模
目
標
に
は
必
ず
し
も
と
ら
わ
れ
ず
、
小
規
模
消
防
本
部

の
広
域
化
を
着
実
に
推
進
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
れ

ら
の
地
域
の
事
情
を
十
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
際
、
例
え
ば
、
当
該
組
合
せ
の
広
域
化
を
段
階
的
に
実

現
す
る
た
め
に
段
階
ご
と
の
組
合
せ
を
あ
わ
せ
て
定
め
る

と
い
う
方
策
も
考
え
ら
れ
る
」
に
改
め
、
三
の
３
を
三
の

４
と
し
、
三
の
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３

消
防
広
域
化
重
点
地
域
の
指
定
等

\

消
防
広
域
化
重
点
地
域
の
指
定
の
趣
旨

本
指
針
一
、
３
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、本
指
針
一
、

４
に
掲
げ
る
国
の
施
策
及
び
本
指
針
三
、
４
に
掲

げ
る
各
都
道
府
県
に
お
け
る
措
置
を
他
の
広
域
化

対
象
市
町
村
よ
り
も
先
行
し
て
集
中
的
に
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
広
域
化
対
象
市
町
村
の
組
合
せ
に

お
け
る
自
主
的
な
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
を
着

実
に
推
進
す
る
た
め
、消
防
広
域
化
重
点
地
域（
以

下
「
重
点
地
域
」と
い
う
。）の
枠
組
み
を
設
け
る
。

]

都
道
府
県
知
事
に
よ
る
重
点
地
域
の
指
定
及
び

公
表
等

都
道
府
県
知
事
は
、
広
域
化
対
象
市
町
村
の
そ

れ
ぞ
れ
の
組
合
せ
を
構
成
す
る
市
町
村
の
全
部
又

は
一
部
か
ら
な
る
地
域
の
う
ち
、
広
域
化
の
取
組

を
先
行
し
て
重
点
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
も

の
と
し
て
次
に
該
当
す
る
と
当
該
都
道
府
県
知
事

が
認
め
る
も
の
を
重
点
地
域
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

{

今
後
、
十
分
な
消
防
防
災
体
制
が
確
保
で
き

な
い
お
そ
れ
が
あ
る
市
町
村
を
含
む
地
域

|

広
域
化
の
気
運
が
高
い
地
域

広
域
化
対
象
市
町
村
の
一
の
組
合
せ
を
越
え
る

地
域
を
重
点
地
域
に
指
定
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
当
該
指
定
し
よ
う
と
す
る
地
域
が
広
域
化
対

象
市
町
村
の
一
の
組
合
せ
の
全
部
又
は
一
部
を
構

成
す
る
よ
う
、
事
前
又
は
事
後
に
推
進
計
画
の
変

更
を
行
う
も
の
と
す
る
。

な
お
、当
該
指
定
を
行
っ
た
と
き
は
そ
の
旨
を
、

当
該
重
点
地
域
に
対
す
る
都
道
府
県
の
支
援
の
内

容
と
と
も
に
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

^

関
係
市
町
村
の
意
見
の
聴
取
等

重
点
地
域
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
都
道
府
県

知
事
は
、
あ
ら
か
じ
め
関
係
市
町
村
の
意
見
を
聴

く
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
重
点
地
域
に
指
定
さ
れ
た
市
町
村
以
外

の
市
町
村
か
ら
重
点
地
域
の
指
定
を
求
め
る
意
見

等
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事

は
当
該
意
見
等
を
尊
重
し
、
当
該
市
町
村
を
対
象

と
す
る
重
点
地
域
の
指
定
等
に
努
め
る
も
の
と
す

る
。

_

重
点
地
域
の
指
定
の
変
更

]
及
び
^
は
、
重
点
地
域
の
指
定
の
変
更
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
消
防
庁
告
示
第
五
号

消
防
組
織
法（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）

第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
防
吏
員
の
階
級

の
基
準
（
昭
和
三
十
七
年
消
防
庁
告
示
第
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日消

防
庁
長
官

岡
崎

浩
巳

第
二
条
第
二
号
中
「
含
む
。」の
下
に
「
以
下
こ
の
号
及

び
次
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
人
口
七
十
万
以
上

の
市
町
村
（
指
定
都
市
を
除
く
。」を
加
え
、
同
条
第
三
号

中
「
人
口
三
十
万
以
上
の
市
町
村
」
の
下
に「（
前
号
に
掲

げ
る
市
町
村
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
四
号
中
「
人

口
十
万
以
上
の
市
町
村
」
の
下
に「（
前
二
号
に
掲
げ
る
市

町
村
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
三
条
第
一
号
中
「
あ
つ
て
は
」
を
「
あ
っ
て
は
」
に

改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
及
び
市
町

村
に
あ
っ
て
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま

で
の
規
定
中
「
あ
つ
て
は
」
を
「
あ
っ
て
は
」に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
消
防
庁
告
示
第
六
号

消
防
組
織
法（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）

第
二
十
九
条
第
十
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
防
組
織
法

第
十
八
条
の
二
第
十
一
号
に
規
定
す
る
消
防
庁
長
官
が
指

定
す
る
市
（
昭
和
四
十
三
年
消
防
庁
告
示
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日消

防
庁
長
官

岡
崎

浩
巳

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

消
防
組
織
法
第
二
十
九
条
第
十
二
号
に
規
定
す
る

消
防
庁
長
官
が
指
定
す
る
市

本
則
中
「
第
十
八
条
の
二
第
十
一
号
」
を
「
第
二
十
九

条
第
十
二
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
財

務

省

経
済
産
業
省
告
示
第
二
号

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
七
号
）
別
表
第
一
第
十
四
号
の
下
欄
の
規
定
に
基
づ

き
、
特
定
の
中
小
企
業
者
を
対
象
と
し
、
か
つ
、
中
小
企
業
に
関
す
る
重
要
な
施
策
の
目
的
に
従
っ
て
貸
付
け
が
行
わ

れ
る
長
期
の
資
金
と
し
て
主
務
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
次
の
よ
う
に
定
め
、平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

な
お
、
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
別
表
第
一
第
十
四
号
の
下
欄
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
の
中
小
企
業
者
を

対
象
と
し
、
か
つ
、
中
小
企
業
に
関
す
る
重
要
な
施
策
の
目
的
に
従
っ
て
貸
付
け
が
行
わ
れ
る
長
期
の
資
金
と
し
て
主

務
大
臣
が
定
め
る
件
（
平
成
二
十
五
年
三
月
財

務

省

経
済
産
業
省
告
示
第
一
号
）
は
、
同
日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
七
号
）
別
表
第
一
第
十
四
号
の
下
欄
の
規
定
に
基
づ

き
、
特
定
の
中
小
企
業
者
を
対
象
と
し
、
か
つ
、
中
小
企
業
に
関
す
る
重
要
な
施
策
の
目
的
に
従
っ
て
貸
付
け
が
行
わ

れ
る
長
期
の
資
金
と
し
て
主
務
大
臣
が
定
め
る
も
の
は
、
次
の
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
中
小
企
業
者
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
目
的
に
従
っ
て
貸
付
け
が
行
わ
れ
る
長
期
の
資
金
と
す
る
。
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